
令和2年9月6日

篠原地域 タウンミーティング





都市計画マスタープランとは

 都市計画法（第18条の2）に基づいて定める「市町
村の都市計画に関する基本的な方針」となる計
画です。

 市町村が、その創意工夫のもとに市民の意見を
反映して、都市の将来のあるべき姿や都市づくり
の方向性を定めるものです。

 都市計画では、土地利用の規制・誘導や道路・公
園などの都市施設の整備などを進めますが、こ
れらは都市計画マスタープランに即して行う必要
があります。



計画改訂の趣旨

 野洲市の都市計画マスタープランは、旧野洲町と
旧中主町のまちづくりを受け継ぎ、平成19年に策
定されました。その後、令和2年を目標年次として、
平成25年に改訂を行いました。

 目標年次を迎えるにあたり、将来の人口や社会・
経済情勢の見通しに的確に対応し、持続可能な
都市づくりを目指し、計画の見直しを行うものです。

計画の目標年次
令和3年
(2021年)

令和12年
(2030年)

目指すべき方向性
（都市の将来像）

概ね10年

20年～30年後



都市計画マスタープランの構成

都市の現況と課題
本市の都市づくりを取り巻く社会経済動向を整
理した上で、都市づくりに関する現況を分析し、
今後の課題について導出しています。

全体構想

今後の都市づくりにおける基本理念や将来都市
像、将来目標を導出し、将来の都市構造を図示
しています。また、今後の都市づくりについて
分野ごとに整備方針を掲げています。

地域別構想
地域別に都市づくりの目標や整備方針を掲げて
います。

実現化に向けて 前章までの都市づくりの整備方針に対する実現
化方策について掲げています。



都市計画マスタープラン

全体構想（案）
将来都市像

都市づくりの目標

活力ある都市と豊かな自然が調和したにぎわいとやすらぎのあるまち

目標１ 拠点の都市機能集約と歩行空間の改善による賑わい強化

目標２ 安全で利便性の高い居住環境づくり

目標３ 田園集落における地域活力の維持向上に向けたまちづくり

目標４ 都市の安全を高める防災基盤の強化

目標５ 豊かな自然環境の保全と身近に自然を感じられる都市の形成



都市計画マスタープラン

全体構想（案）
将来の都市構造
・4つの層（レイヤー）を重ねて構成

将来都市構造
（20～30年後）

交流の拠点とネットワーク

都市骨格

暮らしの拠点とネットワーク

土地利用ゾーニング





篠原地域の概況
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（１）人口動向

（資料：住民基本台帳）

 人口は減少傾向が続いており、今後も人口減少が続くと予測されて
います。

 高齢化率は年々増加しており、他の地域に比べて高い状況が続いて
います。



（資料：都市計画基礎調査）

（２）土地利用の状況
＜土地利用現況図＞

 山林が地域南部に、
田や畑が地域北部
にまとまって分布
しています。 JR篠原駅



（３）都市計画道路の状況

 都市計画道路はほ
とんどの区間が既
に整備されていま
す。

＜都市計画道路整備状況図＞



（４）生活利便施設の分布

＜医療施設位置図＞ ＜福祉施設位置図＞

 地域内には福祉施設は点在していますが、医療施設は立地してい
ません。



＜商業施設位置図＞ ＜保育所・幼稚園位置図＞

 コンビニ等が国道8号沿道に立地しています。
 保育所は、地域のほぼ中央に1施設立地しています。
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徒歩・自転車での移動が快適な道路の充実度

自動車での移動が快適な道路の充実度

路線バス・コミュニティバスの充実度

野洲市におけるＪＲの充実度

治安（犯罪に対する安全性）

交通事故等に対する安全性

震災・風水害等に対する安全性

高齢者福祉・介護施設やサービスの充実度

子育て支援・教育環境の充実度

水や空気等の身近な環境

森林や湖・河川等の自然環境

三上山や琵琶湖、田園景観などの眺望景観

街並みの景観

雇用（働きやすさ）

日用品等の物価

日常生活での買物の利便性

大型商業施設の充実度

地価

公共料金の高・低

公園・緑地や広場等の充実度

住宅（供給量・土地利用の自由度）

医療・保健施設の充実度

スポーツ・レクリエーション施設の充実度

図書館・ホール等の文化施設の充実度

近所付きあい・コミュニティ活動

市民の人がら・気質

居住地域の満足度

不満 やや不満 どちらともいえない やや満足 満足 無回答

n=98

（5）住民意向（市民アンケート結果）
①地域の

住みやすさ
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居住地域の住みやすさ

住みやすい どちらともいえない 住みにくい 無回答

篠
原
地
域

全
体

篠原地域が住みやすいと感じる
人は50％に満たず、平成18年調
査に比べても大きく変わりませ
ん。また、他地域と比べると低
い割合となっています。

居住地域の満足度として、眺望
景観や身近な環境への満足度が
非常に高くなっています。
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

貴重な自然資源を必要な範囲で公園等

として整備を行い、利活用を図る地域

農地の減少をできるだけくい止め、

農業の振興を図っていく地域

大型ショッピングセンターなどを誘致し、

新たな商業拠点をつくる地域

積極的に農地の宅地化を図っていく地域

建物の高さをなるべく抑えて、おおむね

２階程度の住宅地を形成する地域

貴重な自然資源や歴史資源を

保護していく地域

幹線道路沿いに商業施設を

連続的に配置する地域

工場・事業所などを誘致し、

産業の振興を図る地域

農地を市民農園など交流の場として

有効活用する地域

既存の商店街の活性化を図る地域

将来的には工場を減らし、住宅地や

商業地を増やすべき地域

住宅と工場や店舗などの混在を解消し、

住環境の向上を図る地域

マンションや団地など、中高層の

住宅地を形成する地域

その他

無回答

将来望む土地利用

篠原地域(n=98) 全体(n=956)

②将来望む土地利用

「貴重な自然資源を必要な範囲で
公園や緑地として整備を行い、余
暇活動の場として利活用を図る地
域」を望む人が最も多くなってい
ます。

「積極的に農地の宅地化を図って
いく地域」を望む人の割合が、市
全体と比べて高くなっています。



62.2%

27.6%

23.5%

19.4%

16.3%

8.2%
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4.1%

0.0%

2.0%

54.4%

34.4%

20.9%

12.8%

28.0%
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2.7%

5.4%

4.9%
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

医療・福祉サービスが充実した、

誰もが安心して暮らせる地域

豊かな水と緑にかこまれた、

自然環境と共生する地域

防災対策の充実した、

安心・安全な地域

営農環境が整った、都市と

農業が共存する地域

住宅を中心とした、歩いて

暮らせるコンパクトな地域

商業施設が集積した、

にぎわいのある地域

工場や事務所が集積した、

職住近接の地域

史跡や文化財が保存された、

歴史・伝統を感じる地域

多くの人が訪れる、観光・

レクリエーションの地域

その他

無回答

居住地域の将来イメージ

篠原地域 全体

③篠原地域の将来イメージ

「医療・福祉サービスが充実し
た、誰もが安心して暮らせる地
域」と考える人が最も多くなっ
ています。

「豊かな水と緑にかこまれた、
自然環境と共生する地域」や
「住宅を中心とした、歩いて暮
らせるコンパクトな地域」と考
える人の割合が、市全体と比べ
て低くなっています。
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まちづくりの進め方

地域住民が中心となって、行政に頼らず住民主体で進める
地域住民が中心となって進め、行政はその活動を支援する
地域住民と行政がお互いに話し合いながら協働により進めていく
行政が主導で進め、その都度、地域住民に意見を聞いていく
行政が主体となって進める
その他
無回答
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57.1%
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3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

篠原地域
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全体

n=956

まちづくりへの参加意向

参加したい 参加したくない どちらでもない 無回答

④まちづくりへの関わりについて

まちづくりに「参加したい」と
思う人の割合は、市全体に比べ
低い割合となっています。

まちづくりの進め方については、
「行政が主導で進め、その都度、
地域住民に意見を聞いていく」
ことが望ましいと思う人の割合
が、市全体に比べ高くなってい
ます。



地域別構想（骨子案）

地域の将来像

都市づくりの目標

都市と農村とが共存し、

自然にかこまれ、快適で過ごしやすいまち

目標１
ＪＲ篠原駅とのアクセスを強化し、利便性の高い地域づくりを進
めます

目標２ 集落地と農地からなる田園環境の維持に努めます

目標３ 優れた自然環境の保全・育成に努めます



篠原地域のまちづくり方針図(案)



説明は以上です。

より良い地域づくりを目指して

活発な意見交換をお願いします。


